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制
度
と
実
務

私
は
、
様
々
な
問
題
が
噴

出
し
て
い
た
平
成
16
年
か
ら

４
年
間
、
社
会
保
険
庁
総
務

課
企
画
官
・
企
画
室
長
と
し

１
．
こ
れ
ま
で

う
職
員
の
奮
闘
が
制
度
を
支
え
て

い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
、
統

一
的
な
番
号
制
度
も
な
か
っ
た
時

代
か
ら
、
膨
大
な
事
務
量
と
度
重

な
る
制
度
改
正
へ
の
対
応
に
奮
闘

し
て
き
た
先
人
の
努
力
の
軌
跡

に
、
敬
意
を
感
じ
ま
す
。

実
務
に
根
ざ
し
た
制
度
を
作

り
、
制
度
を
実
務
に
確
実
に
落
と

し
込
む
。
こ
こ
を
も
っ
と
早
く
こ

う
し
て
い
れ
ば
、
と
い
う
強
烈
な

反
省
点
は
山
ほ
ど
あ
り
、
今
も
課

題
は
山
積
で
す
が
、
使
命
感
を

持
っ
て
努
力
し
て
き
た
多
く
の
人

の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
の
「
こ
れ
ま
で
」
と

「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
は
、
本

て
、
社
会
保
険
庁
の
業
務
・
組
織

改
革
、
日
本
年
金
機
構
法
案
の
立

案
に
携
わ
り
ま
し
た
。
９
年
後
に

年
金
管
理
審
議
官
で
年
金
実
務
に

戻
り
、諸
問
題
に
対
応
し
て
か
ら
、

年
金
局
長
と
し
て
、
令
和
元
年
財

政
検
証
、
令
和
２
年
年
金
制
度
改

正
を
担
当
し
ま
し
た
。
年
金
管
理

審
議
官
２
年
、
年
金
局
長
３
年
と

合
わ
せ
、
役
所
で
の
35
年
の
う
ち

９
年
が
、
年
金
の
制
度
と
実
務
の

仕
事
で
し
た
。

制
度
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の

は
、
実
務
組
織
で
す
。
実
務
を
担

誌
連
載
の
「
年
金
制
度
の
理
念
と

構
造
」
で
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

年
金
実
務
組
織
の
「
こ
れ
ま
で
」

と「
こ
れ
か
ら
」を
展
望
し
ま
す
。

社
会
保
険
実
務
組
織
の

創
始

健
康
保
険
法
の
大
正
15
年
の
施

行
に
伴
い
、
内
務
省
社
会
局
に
保

険
部
が
置
か
れ
、
各
道
府
県
庁
所

在
地
等
の
全
国
50
か
所
に
、
健
康

保
険
署
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
内
務
行
政
は
、
地
方
庁
を
通

じ
て
実
施
す
る
の
が
通
例
で
あ

り
、
社
会
局
が
そ
の
出
先
機
関
を

直
接
持
つ
こ
と
は
異
例
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
４
年
か
ら
は
、

健
康
保
険
の
地
方
に
お
け
る
事
務

は
、
地
方
長
官
に
移
管
さ
れ
、
道

府
県
の
警
察
部
健
康
保
険
課
（
後

に
保
険
課
）
で
所
掌
し
、
府
県
で

の
出
先
機
関
と
し
て
、
健
康
保
険

出
張
所
が
順
次
設
け
ら
れ
ま
し

た
。（
後
に
社
会
保
険
出
張
所
）

昭
和
13
年
に
、
内
務
省
か
ら
独

立
し
て
厚
生
省
が
設
置
さ
れ
、
当

初
は
外
局
の
保
険
院
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
後
に
内
局
の
保
険
局
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│
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が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

16
年
に
労
働
者
年
金
保
険
法

が
公
布
さ
れ
、
昭
和
19
年
に

厚
生
年
金
保
険
法
に
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

終
戦
後
、
地
方
の
社
会
保

険
行
政
は
、
道
府
県
の
民
生

部
の
所
属
と
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
22
年
に
地
方
自
治
法
が

制
定
さ
れ
た
際
、
例
外
と
し

て
、
社
会
保
険
に
従
事
す
る

職
員
は
、
国
家
公
務
員
た
る

い
わ
ゆ
る
「
地
方
事
務
官
」

と
な
り
、
そ
の
任
命
権
は
厚

生
大
臣
に
属
す
る
が
、
業
務

上
の
指
揮
監
督
は
都
道
府
県

知
事
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

全
国
一
括
の
事
務
組
織
と

す
る
か
、
地
方
行
政
組
織
に

委
ね
る
か
は
、
実
務
組
織
の

創
始
の
大
き
な
分
か
れ
目
で

し
た
。
交
通
や
通
信
が
発
達

し
た
現
在
と
違
う
に
せ
よ
、

全
国
一
括
の
組
織
と
人
材
育

成
を
行
っ
て
き
た
国
税
庁
・

税
務
署
等
と
異
な
る
あ
ゆ
み

と
な
り
ま
し
た
。
地
方
事
務

課
）
が
、
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸

に
設
置
さ
れ
、
紙
台
帳
管
理
に
加

え
、
台
帳
カ
ー
ド
（
パ
ン
チ
カ
ー

ド
）
に
よ
る
中
央
一
元
管
理
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
保
険
出
張

所
で
受
け
付
け
ら
れ
た
届
出
書

は
、
年
金
業
務
室
に
進
達
さ
れ
、

職
員
が
統
計
会
計
機
を
用
い
て
パ

ン
チ
入
力
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
37
年
か
ら
は
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
製
の
大
型
計
算
機
が
導
入

さ
れ
、
紙
台
帳
管
理
に
加
え
、
磁

気
テ
ー
プ（
電
子
計
算
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
中
央
一
元
管
理
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

年
金
給
付
の
裁
定
業
務
は
、
裁

定
原
簿
の
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

年
金
保
険
部
業
務
課
へ
の
移
管
、

年
金
受
給
者
原
簿
テ
ー
プ
の
作

成
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
高
性

能
大
型
電
子
計
算
機
の
設
置
を
経

て
、
昭
和
43
年
か
ら
、
集
中
処
理

に
よ
る
年
金
裁
定
作
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
時
代
か
ら
の
事
務
処
理
に

由
来
し
て
、
年
金
記
録
問
題
が
生

じ
ま
す
が
、
手
作
業
、
紙
台
帳
の

時
代
か
ら
始
ま
り
、
当
時
の
先
端

官
制
は
、
社
会
保
険
は
国
が
経
営

し
、
全
国
的
に
単
一
の
事
業
体
に

よ
る
事
務
処
理
が
必
要
と
い
う
考

え
に
よ
る
折
衷
策
で
し
た
。

社
会
保
険
庁
の
設
置
と

業
務
の
拡
大
へ
の
対
応

昭
和
36
年
の
国
民
年
金
の
施
行

に
伴
い
、
厚
生
省
に
年
金
局
が
置

か
れ
、
地
方
事
務
は
、
都
道
府
県

知
事
と
市
町
村
長
へ
機
関
委
任
さ

れ
、
都
道
府
県
の
民
政
主
管
部
局

に
、
国
民
年
金
課
等
が
置
か
れ
ま

し
た
。

昭
和
37
年
に
は
、
厚
生
省
の
保

険
局
、
年
金
局
か
ら
現
業
部
門
を

独
立
さ
せ
、
外
局
と
し
て
社
会
保

険
庁
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
都
道

府
県
の
社
会
保
険
出
張
所
は
、
社

会
保
険
事
務
所
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
記
録

は
、
手
作
業
に
よ
る
紙
台
帳
管
理

で
し
た
が
、
戦
争
中
、
戦
火
を
避

け
る
た
め
全
国
の
社
会
保
険
出
張

所
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。戦
後
は
、

中
央
移
管
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
32

年
に
は
保
険
局
年
金
業
務
室
（
後

に
社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務

的
な
情
報
処
理
技
術
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
急
増
す
る
膨
大
な
事
務

処
理
に
奮
闘
し
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

の
稼
働
と
基
礎
年
金
番

号
の
導
入

昭
和
52
年
に
、「
新
し
い
事
務

処
理
方
式
案
」
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
社
会
保
険
事
務
所
に

設
置
す
る
窓
口
装
置
に
よ
り
、
届

書
、請
求
書
の
入
力
処
理
を
行
い
、

デ
ー
タ
通
信
回
線
を
通
じ
て
中
央

に
デ
ー
タ
を
送
受
信
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
業
務
室
の
電
子
計
算
機
で
一

括
処
理
や
記
録
管
理
を
行
う
オ
ン

ラ
イ
ン
事
務
処
理
方
式
で
す
。

昭
和
54
年
度
か
ら
の
前
期
計
画

と
昭
和
58
年
度
か
ら
の
後
期
計
画

で
順
次
拡
大
さ
れ
、
昭
和
63
年
２

月
に
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
業

務
課
は
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
60
年
の
年
金
制
度
改
正
に

よ
る
基
礎
年
金
制
度
の
実
施
に
伴

い
、
基
礎
年
金
番
号
制
度
が
導
入

さ
れ
、
平
成
９
年
か
ら
施
行
さ
れ
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ま
し
た
。
年
金
事
業
運
営
の

効
率
化
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
基

礎
年
金
番
号
に
結
び
付
け
ら

れ
て
い
な
い
過
去
の
手
帳
記

号
番
号
に
よ
る
加
入
記
録
が

膨
大
に
あ
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
度
以
降
、
計
画

的
に
、
基
礎
年
金
番
号
の
通

知
時
の
本
人
か
ら
の
申
し
出

や
、
名
寄
せ
に
基
づ
い
て
、

本
人
に
照
会
を
行
い
、
年
金

手
帳
記
号
番
号
の
基
礎
年
金

番
号
へ
の
登
録
統
合
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
年
金
相
談
や

年
金
給
付
の
裁
定
請
求
時
に

も
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び

付
け
を
進
め
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

化
・
統
一
番
号
に
よ
る
集
中

事
務
処
理
は
常
識
で
す
が
、

当
時
は
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ

ス
の
黎
明
期
で
あ
り
、
先
端

的
な
挑
戦
へ
の
苦
労
が
多

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

員
と
と
も
に
、
都
道
府
県
か
ら
社

会
保
険
庁
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
市
町
村
長

の
機
関
委
任
事
務
も
、
国
民
年
金

保
険
料
の
徴
収
事
務
等
、
事
務
量

の
相
当
部
分
が
市
町
村
か
ら
国
の

直
接
執
行
事
務
へ
移
管
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
に
至
る
ま
で
長
い
年
数
を

要
し
ま
し
た
が
、
廃
止
に
よ
り
、

統
一
的
な
事
務
処
理
の
基
盤
が
で

き
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
の
改
革
と 

日
本
年
金
機
構
法
の
成
立

平
成
16
年
の
年
金
制
度
改
革
法

案
は
、
野
党
が
強
く
反
対
す
る
中

で
成
立
し
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ

や
国
会
審
議
で
、
職
員
に
よ
る
年

金
個
人
情
報
の
業
務
目
的
外
閲
覧

や
情
報
漏
洩
の
疑
い
、
年
金
福
祉

施
設
の
問
題
、
年
金
事
務
費
の
無

駄
遣
い
、
調
達
の
問
題
、
国
民
年

金
保
険
料
の
収
納
率
な
ど
、
社
会

保
険
の
業
務
運
営
上
の
様
々
な
問

題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
７
月
に
、
民
間
出
身

初
の
社
会
保
険
庁
長
官
と
し
て
、

地
方
事
務
官
制
度
の
廃
止

と
都
道
府
県
社
会
保
険
事

務
局
の
設
置

「
地
方
事
務
官
」
は
、
都
道
府

県
職
員
と
し
て
都
道
府
県
知
事
の

指
揮
監
督
を
受
け
る
一
方
、
身
分

は
国
家
公
務
員
で
人
事
・
予
算
は

国
に
属
す
る
変
則
的
な
制
度
で
あ

り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
不
足
し
た
組

織
と
な
っ
た
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
11
年
の
地
方
分
権

一
括
法
で
廃
止
さ
れ
、
都
道
府
県

の
民
生
主
管
部
の
保
険
課
・
国
民

年
金
課
を
、
社
会
保
険
庁
の
地
方

支
分
部
局
で
あ
る
社
会
保
険
事
務

局（
都
道
府
県
単
位
）に
改
組
し
、

そ
の
下
に
社
会
保
険
事
務
所
を
置

き
、
職
員
は
厚
生
事
務
官
と
な
り

ま
し
た
。

「
機
関
委
任
事
務
」
は
、
法
的

に
は
国
の
事
務
で
あ
っ
て
、
主
務

大
臣
の
指
揮
監
督
の
下
で
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
国
の
機
関
と
し

て
処
理
す
る
行
政
事
務
で
し
た
。

平
成
11
年
の
地
方
分
権
一
括
法

で
、機
関
委
任
事
務
は
廃
止
さ
れ
、

国
の
直
接
執
行
事
務
と
し
て
、
人

村
瀬
清
司
長
官
が
就
任
し
、
社
会

保
険
庁
改
革
が
始
ま
り
ま
し
た
。

長
官
を
本
部
長
と
す
る
社
会
保
険

庁
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、

省
内
・
庁
内
か
ら
集
め
た
事
務
局

職
員
と
、
民
間
企
業
出
身
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
を
置

き
、
各
改
革
テ
ー
マ
の
改
革
検
討

班
が
具
体
案
を
立
案
し
ま
し
た
。

民
間
出
身
の
委
員
に
よ
る
運
営
評

議
会
も
置
か
れ
ま
し
た
。
平
成
16

年
９
月
に
80
項
目
の
「
緊
急
対
応

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公
表
し
、
改
革

を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、内
閣
官
房
長
官
の
下
に
、

「
社
会
保
険
庁
の
在
り
方
に
関
す

る
有
識
者
会
議
」
が
設
け
ら
れ
、

翌
年
５
月
に
、
公
的
年
金
制
度
の

運
営
と
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
運

営
を
分
離
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

新
た
な
組
織
を
設
置
す
る
な
ど
の

改
革
方
針
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

具
体
案
は
、
厚
生
労
働
大
臣
主
催

の
「
社
会
保
険
新
組
織
の
実
現
に

向
け
た
有
識
者
会
議
」
で
12
月
ま

で
に
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
に
国
会
提
出
さ

れ
た「
ね
ん
き
ん
事
業
機
構
法
案
」
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で
は
、
新
組
織
は
、
国
の
行

政
機
関
の
位
置
づ
け
で
、
厚

生
労
働
省
に
設
置
す
る
「
特

別
の
機
関
」
と
し
、
こ
れ
ま

で
の
社
会
保
険
庁
と
は
全
く

異
な
る
特
色
の
あ
る
も
の
と

し
ま
し
た
。　

ま
た
、
政
府
管
掌
健
康
保

険
の
公
法
人
化
の
た
め
の
健

康
保
険
法
改
正
案
も
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
適
用
徴
収
は
厚

生
年
金
と
一
体
的
に
国
が
実

施
し
つ
つ
、
保
険
料
設
定
や

保
険
給
付
に
つ
い
て
は
公
法

人
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
20
年
10
月
に
全
国
健
康

保
険
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成

17
年
９
月
に
、
も
う
一
段
の

業
務
改
革
を
進
め
る
「
業
務

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公
表

し
、
着
実
に
取
組
み
を
進
め

ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
情
報
の
活
用
を
は
じ
め
、

法
律
改
正
を
要
す
る
事
項

は
、
事
業
改
善
法
案
と
し
て

国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

議
決
定
さ
れ
、
設
立
準
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

公
的
年
金
制
度
は
、
国
に
対
す

る
国
民
の
信
頼
（
国
の
信
用
力
）

を
基
礎
と
し
、
適
用
、
徴
収
か
ら

給
付
ま
で
を
一
体
と
し
て
行
い
、

一
生
涯
に
わ
た
る
超
長
期
の
保
険

制
度
と
し
て
、
全
国
民
の
強
制
加

入
を
前
提
に
世
代
間
扶
養
と
所
得

再
分
配
を
行
う
仕
組
み
で
す
。
国

が
直
接
に
関
与
し
て
運
営
責
任
を

果
た
す
の
で
な
け
れ
ば
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
年
金
財
政
の
責
任

は
国
と
し
、
年
金
保
険
料
は
、
国

の
歳
入
と
し
て
年
金
特
別
会
計
に

収
納
し
、
年
金
積
立
金
は
国
の
年

金
特
別
会
計
に
積
立
て
、
年
金
給

付
の
裁
定
は
厚
生
労
働
大
臣
の
権

限
と
し
、
年
金
の
支
払
い
は
日
本

銀
行
を
通
じ
て
国
庫
か
ら
直
接
支

払
う
、
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
実
務
組
織
は
、
民
間

組
織
の
機
動
的
で
効
率
的
な
経
営

を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
非
公
務

員
型
の
公
法
人
と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
年
金
機
構
は
、
国
か
ら
権

限
の
委
任
と
事
務
の
委
託
を
受
け

ね
ん
き
ん
事
業
機
構
法
案
と
事

業
改
善
法
案
の
社
会
保
険
庁
改
革

関
連
２
法
案
は
、
平
成
18
年
５
月

に
国
会
審
議
入
り
し
ま
し
た
が
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
の
不

適
正
事
務
処
理
が
議
論
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
審
議
中
断
と
な
り
、

そ
の
ま
ま
、
秋
の
臨
時
国
会
後

に
、
審
議
未
了
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
間
、
対
応
方
針
が
与
党
内

で
検
討
さ
れ
、
公
的
年
金
に
か
か

る
財
政
責
任
・
管
理
責
任
は
国
が

担
う
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
運
営

に
関
す
る
業
務
は
、
新
た
な
非
公

務
員
型
の
公
的
新
法
人
を
設
け
て

こ
れ
に
担
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
方

針
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
19
年
３

月
、「
日
本
年
金
機
構
法
案
」
と

事
業
改
善
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
、
審
議
・
成
立
し
ま
し
た
。

法
案
の
成
立
後
、
内
閣
官
房
に

「
年
金
業
務
・
組
織
再
生
会
議
」

が
設
け
ら
れ
、
そ
の
最
終
整
理
を

踏
ま
え
て
、
平
成
20
年
７
月
に
、

「
日
本
年
金
機
構
の
当
面
の
業
務

運
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
が
閣

て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
の
活
用
や
、
滞
納
処
分
の

権
限
な
ど
、
行
政
機
関
の
よ
う
な

機
能
も
持
ち
つ
つ
、
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
民
間
組
織

の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
、

他
に
例
を
見
な
い
実
務
組
織
で
す
。

年
金
記
録
問
題

日
本
年
金
機
構
法
案
の
審
議
で

は
、
年
金
記
録
問
題
が
大
き
な
焦

点
と
な
り
ま
し
た
。
①
オ
ン
ラ
イ

ン
上
の
記
録
で
、
基
礎
年
金
番
号

に
未
統
合
の
記
録
が
５
千
万
件
あ

る
こ
と
、
②
厚
生
年
金
の
旧
台
帳

１
４
３
０
万
件
等
は
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
収
録
さ
れ

て
い
な
い
記
録
が
あ
る
こ
と
、
③

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
上
の
記
録

が
、
台
帳
や
被
保
険
者
名
簿
等
か

ら
、
正
確
に
入
力
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
る
こ
と
、
④
保
険
料
を

納
め
た
旨
の
本
人
の
申
し
出
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の

納
付
の
記
録
が
台
帳
等
に
記
録
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
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で
す
。

年
金
記
録
問
題
に
対
し
て

は
、
法
案
審
議
に
並
行
し
て

対
応
案
が
検
討
・
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
①
年
金
記
録
の
統

合
に
向
け
て
、
基
礎
年
金
番

号
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
５
千
万
件
の
記
録
に
つ
い

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
名
寄
せ
を
行
い
、
受
給
者

と
被
保
険
者
に
対
し
て
、
確

認
の
た
め
の
手
続
き
を
行
う

こ
と
、
②
社
会
保
険
庁
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
市
町
村

が
保
有
す
る
記
録
と
、
社
会

保
険
庁
の
オ
ン
ラ
イ
ン
記
録

と
の
突
合
を
実
施
す
る
こ

と
、
③
年
金
記
録
相
談
体
制

の
強
化
を
図
る
こ
と
、
④
社

会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録

が
な
く
、
証
拠
が
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
第
三
者
委
員

会
に
よ
っ
て
総
合
的
に
判
断

す
る
こ
と
、
⑤
外
部
有
識
者

の
検
証
委
員
会
を
置
き
、
検

証
等
を
行
う
こ
と
等
で
す
。

年
金
記
録
問
題
へ
の
対
応

は
、
日
本
年
金
機
構
設
立
後

を
契
機
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
３

年
間
を
集
中
取
組
期
間
と
し
て
、

「
日
本
年
金
機
構
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
71
項
目
の
改
革
項
目
の

組
織
・
業
務
改
革
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
部
機
能
の
強
化
、
ブ
ロ
ッ

ク
本
部
の
廃
止
と
本
部
へ
の
集

約
、
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務
集

約
、業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
元
化
、

ル
ー
ル
の
徹
底
な
ど
、
地
方
分
散

型
の
組
織
か
ら
全
国
集
約
型
・
一

体
型
組
織
へ
の
再
編
を
は
じ
め
、

組
織
改
革
、
業
務
改
革
、
人
事
改

革
、
情
報
開
示
・
共
有
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

平
成
29
年
の
「
振
替
加
算
の
総

点
検
」
と
「
事
務
処
理
誤
り
の
総

点
検
」
に
よ
り
、
支
給
漏
れ
が
判

明
し
た
方
へ
の
お
支
払
い
、
今
後

の
発
生
防
止
対
策
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
30
年
に
は
、
扶
養
親
族

申
告
書
に
係
る
外
部
委
託
業
者
の

不
適
正
事
務
処
理
の
問
題
が
生

じ
、
外
部
委
託
の
在
り
方
の
全
般

的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
の
刷
新
（
フ
ェ
ー
ズ
１
）

も
最
優
先
の
課
題
と
な
り
、
平
成

25
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
集
中
取

組
期
間
と
し
て
記
録
問
題
工
程
表

に
基
づ
く
取
組
み
を
進
め
ま
し

た
。
そ
の
後
も
継
続
し
て
取
組
み

を
進
め
て
い
る
課
題
で
す
。

日
本
年
金
機
構

社
会
保
険
庁
は
、
昭
和
37
年
７

月
１
日
の
設
置
以
来
、
平
成
21
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
47
年
間
の
歴

史
を
閉
じ
、
平
成
22
年
１
月
１
日

に
、
日
本
年
金
機
構
が
発
足
し
ま

し
た
。

機
構
設
立
に
当
た
っ
て
、
職
員

の
全
国
一
括
採
用
・
全
国
異
動
、

都
道
府
県
単
位
の
社
会
保
険
事
務

局
の
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
へ
の

集
約
等
に
よ
る
組
織
の
一
体
化
を

は
じ
め
、
様
々
な
組
織
・
業
務
改

革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
１
月
に
水
島
藤
一
郎

理
事
長
が
就
任
し
、
そ
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
、
様
々

な
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
５
月
に
生
じ
た
不
正

ア
ク
セ
ス
に
よ
る
情
報
流
出
事
案

に
よ
る
事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
自
動
化
が
、
平
成
29
年
か
ら

順
次
、
稼
働
し
ま
し
た
。
現
行
シ

ス
テ
ム
の
改
善
も
逐
次
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
刷
新
フ
ェ
ー
ズ
２
に

向
け
た
設
計
が
進
ん
で
い
ま
す
。

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

の
確
立
等
に
向
け
た
「
オ
ン
ラ
イ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
施
策
が

進
め
ら
れ
、
主
要
７
届
書
の
電
子

申
請
割
合
は
、
令
和
４
年
度
に
は

64
・
６
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
適
用
事
業
所
へ
の
電
子
送

達
（
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
所
年
金
情

報
サ
ー
ビ
ス
）
も
始
ま
り
、
事
業

所
は
、
各
種
情
報
や
通
知
書
の
電

子
デ
ー
タ
を
ｅ

－

Ｇ
ｏ
ｖ
の
マ
イ

ペ
ー
ジ
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
個
人
が
年
金
記
録
や

各
種
の
通
知
を
確
認
で
き
る
「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」も
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
最
終
納
付

率
は
、
平
成
22
年
度
に
は
64
・

５
％
に
ま
で
低
下
し
ま
し
た
が
、
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創
刊
50
周
年

様
々
な
対
策
の
積
み
重
ね
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
分
保
険

料
の
令
和
４
年
度
の
最
終
納

付
率
は「
80
・７
％
」と
な
り
、

80
％
の
大
台
を
回
復
し
ま
し

デ
ジ
タ
ル
社
会
の

最
先
端
の
実
務
を

目
指
す

今
か
ら
20
年
前
と
い
え
ば
、

iPhone

もA
ndroid

ス
マ

ホ
も
発
売
前
で
し
た
。Y

ou 
T

ube

もF
acebook

も

T
w

itter

（
現 

Ｘ
）
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
は
、
今
よ
り
は

る
か
に
低
速
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回

線
を
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
呼

ん
で
い
た
時
代
で
す
。

そ
れ
が
今
で
は
、
ス
マ
ホ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
活

の
隅
々
に
浸
透
し
、Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
も
身
近
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
も

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
も
定
着
し
ま
し

を
除
い
て
な
く
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。

人
々
は
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
で
本
人
確

認
の
上
、
国
民
年
金
の
手
続
を
し

た
り
、年
金
記
録
、年
金
見
込
額
、

各
種
の
お
知
ら
せ
を
確
認
し
た
り
、

年
金
の
裁
定
請
求
を
す
る
の
が
、

普
通
の
風
景
に
な
る
で
し
ょ
う
。

年
金
相
談
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
年

金
相
談
が
普
及
し
て
、
年
金
事
務

所
に
出
向
か
な
く
て
良
い
よ
う
に

な
り
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
回
答
も

進
化
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

年
金
実
務
組
織
は
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指

す
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
は
、
人

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
大
切
な
業

務
に
、
注
力
し
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

勤
労
者
皆
保
険
な
ど
、

制
度
の
進
化
を
実
現
す

る
年
金
実
務

本
誌
に
１
月
か
ら
連
載
し
て
い

る
「
年
金
制
度
の
理
念
と
構
造
～

課
題
と
将
来
像
」
で
は
、
年
金
制

度
の
将
来
の
方
向
を
論
じ
ま
し

た
。日

本
年
金
機
構
が
設
立
さ
れ
て

以
来
13
年
が
経
過
し
、
組
織
と
業

務
は
、
大
き
く
進
化
し
て
き
て
い

ま
す
。

た
。
今
か
ら
20
年
後
に
は
、
ど
の

よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
想
像
す
る
に
楽
し
い

で
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
、
年

金
の
実
務
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
か
。

本
年
か
ら
開
発
が
始
ま
る
シ
ス

テ
ム
刷
新
フ
ェ
ー
ズ
２
が
稼
働

し
、
事
務
の
流
れ
が
変
り
ま
す
。

戸
籍
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
連
携

も
始
ま
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
基
軸
と
し
た
デ
ー
タ
連
携
に
よ

る
自
動
化
も
一
層
進
み
ま
す
。

厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
適
用

事
務
は
、
電
子
申
請
と
電
子
送
達

が
、
小
さ
い
事
業
所
を
含
め
て
普

及
し
、
双
方
向
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
す
る
よ
う
に
な
り
、
紙
に
よ

る
届
出
、紙
や
郵
便
に
よ
る
通
知
、

紙
を
使
っ
た
事
務
処
理
は
、
一
部

た
。
多
く
の
制
度
改
正
を
実
務
に

反
映
し
て
い
く
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

と
り
わ
け
、
勤
労
者
皆
保
険
の

実
現
は
、
大
き
な
挑
戦
で
す
。
将

来
の
低
年
金
者
を
防
ぎ
、
働
き
方

に
中
立
的
な
制
度
と
す
る
た
め

に
、
不
可
欠
で
す
。
少
子
化
が
進

ん
で
働
き
手
が
貴
重
な
社
会
で

は
、
人
の
労
働
に
対
す
る
賃
金
と

社
会
保
障
費
用
を
、
価
格
に
適
正

に
反
映
す
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

が
重
要
で
す
。

私
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

65
歳
と
な
る
２
０
４
０
年
頃
ま
で

に
は
、
週
20
時
間
未
満
の
短
時
間

労
働
者
、
５
人
未
満
個
人
事
業
所

従
業
員
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
自
営

業
者
を
含
め
、
す
べ
て
の
働
く
人

が
、
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
公
的

年
金
制
度
の
一
元
化
を
実
現
し
、

基
礎
年
金
と
報
酬
比
例
年
金
の
保

障
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
年
金

実
務
組
織
の
力
の
発
揮
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展

は
、
そ
れ
を
実
務
と
し
て
可
能
に

し
ま
す
。

２
．
こ
れ
か
ら


